	1-1「学者 (がくしゃ)の落 (おと)しもの」
No.1「落 (お)とした時計 (とけい)」初期 (しょき)
路地 (ろじ)裏 (うら)で時計 (とけい)を落 (お)とした。靴 (くつ)磨 (みが)きがよく路地 (ろじ)裏 (うら)にいるようだ。
	1-1「学者 (がくしゃ)の落 (おと)しもの」アイテム（1）
No.2「学者 (がくしゃ)のものらしき時計 (とけい)」靴磨き (くつみがき)
学者 (がくしゃ)のものらしき時計 (とけい)。
	1-1「学者 (がくしゃ)の落 (おと)しもの」（2）
No.3「見つかった時計」真相 学者
これは学者の時計だ。

	1-2「家宝 (かほう)の剣 (つるぎ)」
No.1「家宝 (かほう)の剣 (つるぎ)」初期 (しょき)
依頼者 (いらいしゃ)が以前 (いぜん)手放 (てばな)した家宝 (かほう)の剣 (つるぎ)。以前 (いぜん)新聞 (しんぶん)で見 (み)たという話 (はなし)がある。
	1-2「家宝 (かほう)の剣 (つるぎ)」（1）
No.2「商人 (しょうにん)に借 (か)りた」記者 (きしゃ)
新聞 (しんぶん)に載 (の)った剣 (つるぎ)は、商人 (しょうにん)から借 (か)りたもの。
	1-2「家宝 (かほう)の剣 (つるぎ)」（1）または（2）
No.3「剣 (つるぎ)は商人 (しょうにん)が」真相 (しんそう)　商人 (しょうにん)
剣 (つるぎ)は現在 (げんざい)商人 (しょうにん)が所有 (しょゆう)している。

	1-3「料理 (りょうり)のレシピ」
No.1「自作 (じさく)レシピ」初期 (しょき)
はやりの料理 (りょうり)の不完全 (ふかんぜん)なレシピ。
	1-3「料理 (りょうり)のレシピ」
No.2「プロのレシピと材料 (ざいりょう)」マスター
料理 (りょうり)の正 (ただ)しいレシピ。
	1-3「料理 (りょうり)のレシピ」
No.3「足りなかった (たりなかった)材料 (ざいりょう)」商人 (しょうにん)
レシピを完全 (かんぜん)にするための香辛料 (こうしんりょう)。

	1-3「料理 (りょうり)のレシピ」
No.4「流行 (りゅうこう)の料理 (りょうり)」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
レシピは完成 (かんせい)した。
	2-8「エーシーズ・ハイ」
No.1「キズモノ飛行機 (ひこうき)」初期 (しょき)
助 (たす)けてくれた飛行機 (ひこうき)には、7つの傷 (きず)があった。
	2-8「エーシーズ・ハイ」
No.2「貴族説 (きぞくせつ)」記者 (きしゃ)
その飛行機 (ひこうき)は、貴族 (きぞく)の飛行機 (ひこうき)に似 (に)ている。

	2-8「エーシーズ・ハイ」
No.3「あの日 (ひ)は病気 (びょうき)」貴族 (きぞく)
その日 (ひ)は風邪 (かぜ)を引 (ひ)いて、一日中 (いちにちじゅう)寝込 (ねこ)んでいた。
	2-8「エーシーズ・ハイ」
No.4「目撃 (もくげき)証言 (しょうげん)」靴磨 (くつみが)き
その日 (ひ)、元気 (げんき)そうな貴族 (きぞく)を外 (そと)で見 (み)た。
	2-8「エーシーズ・ハイ」
No.5「正体 (しょうたい)は貴族 (きぞく)」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
依頼人 (いらいにん)を助 (たす)けた飛行機 (ひこうき)乗 (の)りは貴族 (きぞく)だった。

	2-12「消 (き)えたネクタイ」
No.1「ネクタイは商人 (しょうにん)のもとへ」初期 (しょき)　記者 (きしゃ)
商人 (しょうにん)に貸 (か)したネクタイが中々 (なかなか)返 (かえ)ってこない。
	2-12「消 (き)えたネクタイ」（1）
No.2「マスターの証言 (しょうげん)」マスター
記者 (きしゃ)のネクタイ (ねくたい)と同じ物 (おなじもの)を、最近 (さいきん)学者 (がくしゃ)が付 (つ)けている。
	2-12「消 (き)えたネクタイ」アイテム（2）
No.3「ネクタイと領収書 (りょうしゅうしょ)」学者 (がくしゃ)
ネクタイは商人 (しょうにん)のところで買 (か)ったもの。ネクタイと領収書 (りょうしゅうしょ)を渡 (わた)される。

	2-12「消 (き)えたネクタイ」（3）
No.4「郵便 (ゆうびん)の行方 (ゆくえ)」記者 (きしゃ)
このネクタイは間違 (まちが)いなく、商人 (しょうにん)に郵便 (ゆうびん)で送 (おく)ったはずの記者 (きしゃ)のネクタイ。
	2-12「消 (き)えたネクタイ」（3と4）
No.5「手 (て)違 (ちが)い」真相 (しんそう)　商人 (しょうにん)
商人 (しょうにん)の部下 (ぶか)が間違 (まちが)えて売 (う)ってしまっていたらしい。
	2-1「狼男 (おおかみおとこ)」
No.1「狼男 (おおかみおとこ)のうわさ」初期 (しょき)
満月 (まんげつ)の夜 (よる)に狼男 (おおかみおとこ)が出 (で)るといううわさがある。新聞 (しんぶん)にまで載 (の)ったらしい。

	2-1「狼男 (おおかみおとこ)」（1）
No.2「目撃 (もくげき)情報 (じょうほう)」靴磨 (くつみが)き
この前 (まえ)の満月 (まんげつ)の夜 (よる)、銀色 (ぎんいろ)の子犬 (こいぬ)を頭 (あたま)に乗 (の)せていた怪しい (あやしい)男 (おとこ)を見 (み)た。
	2-1「狼男 (おおかみおとこ)」（1）
No.3「銀色 (ぎんいろ)の子犬 (こいぬ)」商人 (しょうにん)
この前 (まえ)記者 (きしゃ)が銀色 (ぎんいろ)の子犬 (こいぬ)を買 (か)っていった。
	2-1「狼男 (おおかみおとこ)」（2と3）
No.4「でっち上 (あ)げ」真相 (しんそう)　記者 (きしゃ)
記者 (きしゃ)の自作 (じさく)自演 (じえん)であった。

	2-14「くさきものども」
No.1「謎 (なぞ)の集団 (しゅうだん)」初期 (しょき)
商店街 (しょうてんがい)の裏 (うら)路地 (ろじ)に怪 (あや)しい集団 (しゅうだん)がいて、変 (へん)なにおいをふりまいている……。
	2-14「くさきものども」（1）
No.2「腐 (くさ)った豆」記者 (きしゃ)
路地 (ろじ)裏 (うら)の集団 (しゅうだん)は、腐 (くさ)った豆 (まめ)を食 (た)べているようだった……。
	2-14「くさきものども」（1）
No.3「黒覆面 (くろふくめん)の男 (おとこ)」靴磨 (くつみが)き
黒覆面 (くろふくめん)をした男 (おとこ)が奇妙 (きみょう)な物 (もの)を配 (くば)り、質問 (しつもん)をしていた。酷い (ひどい)臭 (にお)いだった。

	2-14「くさきものども」（2）
No.4「料理 (りょうり)依頼 (いらい)」貴族 (きぞく)
腐 (くさ)った豆 (まめ)は納豆 (なっとう)と呼 (よ)ばれる料理 (りょうり)らしい。誰 (だれ)かにその料理 (りょうり)を頼 (たの)んだのだが……。
	2-14「くさきものども」（3）
No.5「酒場 (さかば)から出現 (しゅつげん)」商人 (しょうにん)
何度 (なんど)か酒場 (さかば)から黒覆面 (くろふくめん)の男 (おとこ)が出 (で)てくるのを目撃 (もくげき)した。
	2-14「くさきものども」（4と5）
No.6「覆面 (ふくめん)のわけ」真相 (しんそう)　マスター
まだ製 (せい)作中 (さくちゅう)なので秘密 (ひみつ)にしたかった。あと匂 (にお)いが酷 (ひど)くて覆面 (ふくめん)をしていた

	2-2「恋文 (ラヴレター)」
No.1「恋文 (ラヴレター)」初期 (しょき)　貴族 (きぞく)
身 (み)に覚 (おぼ)えがない恋文 (ラヴレター)。差出人 (さしだしにん)の名前 (なまえ)はフィアーナ。
	2-2「恋文 (ラヴレター)」（1）
No.2「恋文 (ラヴレター)の出 (で)てくる小説 (しょうせつ)」記者 (きしゃ)
同じ (おなじ)内容 (ないよう)の恋文 (ラヴレター)が出 (で)てくる小説 (しょうせつ)を、マスターに借 (か)りて読 (よ)んだことがある。

	2-2「恋文 (ラヴレター)」（2）
No.3「マスターの冗談 (じょうだん)」商人 (しょうにん)
あれはマスターが書 (か)いたもの。詳 (くわ)しくは本人 (ほんにん)に。
	2-2「恋文 (ラヴレター)」（3）
No.4「酒 (さけ)の席 (せき)の冗談 (じょうだん)」真相 (しんそう)　マスター
あれは酒 (さけ)の席 (せき)の冗談 (じょうだん)で書 (か)いたもの。
	2-10「10年目 (ねんめ)の浮気 (うわき)？」
No.1「トマスの浮気 (うわき)疑惑 (ぎわく)」初期 (しょき)
結婚 (けっこん)十周年 (じゅうしゅうねん)を目前 (もくぜん)にして、夫 (おっと)のトマスが度々 (たびたび)謎 (なぞ)の外出 (がいしゅつ)をしている。

	2-10「10年目 (ねんめ)の浮気 (うわき)？」（1）
No.2「最近 (さいきん)会 (あ)ってない」マスター
トマスとはしばらく会 (あ)ってない。この前 (まえ)会 (あ)ったときは、結婚 (けっこん)記念 (きねん)日 (び)の妻 (つま)へのプレゼントについて相談 (そうだん)された。
	2-10「10年目 (ねんめ)の浮気 (うわき)？」（1）
No.3「引退 (いんたい)した指輪 (ゆびわ)職人 (しょくにん)」商人 (しょうにん)
トマスに引退 (いんたい)した指輪 (ゆびわ)職人 (しょくにん)の居場所 (いばしょ)を聞 (き)かれた。職人 (しょくにん)は夫妻 (ふさい)の結婚 (けっこん)指輪 (ゆびわ)の製 (せい)作者 (さくしゃ)で、商人 (しょうにん)とも付き合い (つきあい)があった。
	2-10「10年目 (ねんめ)の浮気 (うわき)？」（3）
No.4「職人 (しょくにん)の今 (いま)」記者 (きしゃ)
職人 (しょくにん)の住所 (じゅうしょ)を知 (し)っているが、知り合 (しりあ)いでないとまともに話 (はなし)は聞 (き)けないだろう。

	2-10「10年目 (ねんめ)の浮気 (うわき)？」（4）
No.5「結婚 (けっこん)十周年 (じゅうしゅうねん)の記念品 (きねんひん)」真相 (しんそう)　商人 (しょうにん)
トマスの外出 (がいしゅつ)は、引退 (いんたい)した指輪 (ゆびわ)職人 (しょくにん)を探 (さが)しまわっていたためだった。
	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」
No.1「髪飾り (かみかざ)」初期 (しょき)
学者 (がくしゃ)の息子 (むすこ)が十日前 (とおかまえ)に一目 (いちもく)惚 (ぼ)れした少女 (しょうじょ)は、青 (あお)いバラをあしらった髪飾 (かみかざ)りを付 (つ)けていた。
	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」アイテム（1）
No.2「高価 (こうか)な落 (おと)しもの」靴磨 (くつみが)き
三日前 (みっかまえ)に拾 (ひろ)ったよく似 (に)た髪飾 (かみかざ)り。高価 (こうか)そうなものだからお金持 (かねも)ちのものだろう。




	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」（1）
No.3「きっかけは服装 (ふくそう)展示会 (てんじかい)」マスター
その髪飾 (かみかざ)りは、とある服装 (ふくそう)展示会 (てんじかい)のあとから流行 (はや)りだした。
	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」（1）
No.4「販売 (はんばい)は五日前 (いつかまえ)から」商人 (しょうにん)
その髪飾 (かみかざ)りは商人の店 (みせ)で五日前 (いつかまえ)から独占的 (どくせんてき)に扱 (あつか)っている。
	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」（2）
No.5「持ち主 (もちぬし)は貴族 (きぞく)の娘 (むすめ)」貴族 (きぞく)
落 (お)ちていた髪飾 (かみかざ)りは貴族の娘 (むすめ)のもの。

	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」（3）
No.6「精巧 (せいこう)な人形 (にんぎょう)」記者 (きしゃ)
十日前 (とおかまえ)に服装 (ふくそう)展示会 (てんじかい)の取材 (しゅざい)に行 (い)った時、人間 (にんげん)と見 (み)間違 (まちが)うほど精巧 (せいこう)な人形 (にんぎょう)がたくさんあって驚 (おどろ)いた。
	2-16「少年 (しょうねん)の一目 (ひとめ)惚 (ぼ)れ」（4と6）
No.7「淡 (あわ)い初恋 (はつこい)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
息子 (むすこ)が一目 (いちもく)惚 (ぼ)れしたのは、展示 (てんじ)されていた人形 (にんぎょう)なのだろう。
	2-3「チェンジリング」
No.1「よめない本 (ほん)」初期 (しょき)
入 (い)れ替 (か)わったカバンの中 (なか)に入 (はい)っていた、読 (よ)めない言葉 (ことば)で書 (か)かれた本 (ほん)。

	2-3「チェンジリング」（1）
No.2「一部 (いちぶ)訳 (やく)の台本 (だいほん)」学者 (がくしゃ)
一部 (いちぶ)を訳 (やく)したところ、演劇 (えんげき)の台本 (だいほん)らしい。記者 (きしゃ)が劇 (げき)についての記事 (きじ)を書 (か)いていた。
	2-3「チェンジリング」（2）
No.3「スポンサー」記者 (きしゃ)
本 (ほん)はこの前 (まえ)取材 (しゅざい)したオペラの台本 (だいほん)。貴族 (きぞく)の父 (ちち)がスポンサーをしている。
	2-3「チェンジリング」（3）
No.4「あるべきところへ」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
貴族 (きぞく)の父 (ちち)を通 (つう)じて、カバンは返却 (へんきゃく)された。

	2-9「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」
No.1「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」初期 (しょき)
この街 (まち)に伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)と呼 (よ)ばれた人物 (じんぶつ)がいるらしい。
	2-9「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」（1）
No.2「星 (ほし)の形 (かたち)をしたアザ」記者 (きしゃ)
伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)には、星形 (ほしがた)のアザがあるらしい。
	2-9「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」（1）
No.3「靴 (くつ)磨 (みが)きの薬 (くすり)」マスター
マスターの客 (きゃく)が困 (こま)っていた時 (とき)、靴 (くつ)磨 (みが)きから薬 (くすり)をもらって楽 (らく)になった。

	2-9「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」（2）
No.4「星 (ほし)のアザの持ち主 (もちぬし)」学者 (がくしゃ)
以前 (いぜん)靴 (くつ)磨 (みが)きに、星形 (ほしがた)のアザを消 (け)したいと相談 (そうだん)された。
	2-9「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」（3と4）
No.5「伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)」真相 (しんそう)　靴磨 (くつみが)き
靴 (くつ)磨 (みが)きが伝説 (でんせつ)の薬剤師 (やくざいし)である。
	2-4「通り魔 (とおりま)」
No.1「いきなりの襲撃 (しゅうげき)」初期 (しょき)　貴族 (きぞく)
数日前 (すうじつまえ)に路地 (ろじ)裏 (うら)近 (ちか)くで貴族 (きぞく)が何者 (なにもの)かに殴 (なぐ)られた。

	2-4「通り魔 (とおりま)」（1）
No.2「ガールフレンド」靴磨 (くつみが)き
貴族 (きぞく)に最近 (さいきん)ガールフレンドができた。彼女 (かのじょ)は商人 (しょうにん)の娘 (むすめ)だ。
	2-4「通り魔 (とおりま)」（2）
No.3「ストーカー」商人 (しょうにん)
商人 (しょうにん)が貴族 (きぞく)を殴 (なぐ)ったが、それは娘 (むすめ)が貴族 (きぞく)にストーカーされていたため。
	2-4「通り魔 (とおりま)」（3）
No.4「依頼 (いらい)の取り下 (とりさ)げ」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
依頼 (いらい)は達成 (たっせい)したとこにするから、ストーカーのことは黙 (だま)っていて欲 (ほ)しい。

	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」
No.1「紅白 (こうはく)の箱 (はこ)」初期 (しょき)　貴族 (きぞく)
友人 (ゆうじん)からのプレゼントの入 (はい)った、紅白 (こうはく)の箱 (はこ)。中身 (なかみ)は不明 (ふめい)。
	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（1）
No.2「女 (め)神像 (がみぞう)」靴磨 (くつみが)き
箱 (はこ)の中身 (なかみ)は女 (め)神像 (がみぞう)だったらしい。商人 (しょうにん)に売 (う)ってしまったようだ。
	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（2）
No.3「ヴィーナス像 (ぞう)」商人 (しょうにん)
ヴィーナス像 (ぞう)は学者 (がくしゃ)が商人 (しょうにん)から買 (か)っていったらしい。

	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（3）
No.4「裸体像 (らたいぞう)」学者 (がくしゃ)
裸 (はだか)の像 (ぞう)は、学者 (がくしゃ)が新聞 (しんぶん)記者 (きしゃ)にあげてしまったらしい。
	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（4）
No.5「ツケのカタ」記者 (きしゃ)
裸体像 (らたいぞう)は、記者 (きしゃ)の借金 (しゃっきん)のカタにマスターに持 (も)っていかれたらしい。
	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（5）
No.6「ギャンブルにベット」マスター
賭け (かけ)の商品 (しょうひん)として、マスターは貴族 (きぞく)にとられてしまったらしい。

	2-11「届 (とど)かなかった贈り物 (おくりもの)」（6）
No.7「数奇 (すうき)な運命 (うんめい)」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
結局 (けっきょく)のところ、荷物 (にもつ)は貴族 (きぞく)のところに届 (とど)いていたのだ。
	2-7「毒殺 (どくさつ)」
No.1「アンダーソン氏 (し)の死 (し)」初期 (しょき)
アンダーソン氏 (し)が毒殺 (どくさつ)された。容疑者 (ようぎしゃ)はボストン氏 (し)。
	2-7「毒殺 (どくさつ)」（1）
No.2「ボストン氏 (し)の買い物 (かいもの)」商人 (しょうにん)
事件 (じけん)の前 (まえ)に万 (まん)年 (ねん)筆型 (ひつがた)の注射器 (ちゅうしゃき)をボストン氏 (し)が買 (か)ったらしい。

	2-7「毒殺 (どくさつ)」（2）アイテム
No.3「落 (お)ちていた万 (まん)年 (ねん)筆 (ひつ)」靴磨 (くつみが)き
ボストン氏 (し)が商人 (しょうにん)から買 (か)った万 (まん)年 (ねん)筆型 (ひつがた)の注射器 (ちゅうしゃき)。靴 (くつ)磨 (みが)きが拾 (ひろ)った。
	2-7「毒殺 (どくさつ)」（3）
No.4「決定的 (けっていてき)証拠 (しょうこ)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
ボストン氏 (し)が買 (か)った注射器 (ちゅうしゃき)には、犯行 (はんこう)に使 (つか)われた毒 (どく)が入 (はい)っていた。これは決定的 (けっていてき)な証拠 (しょうこ)といえるだろう。

	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」
No.1「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)り」　初期 (しょき)
家宝 (かほう)の首飾 (くびかざ)りが盗 (ぬす)まれてしまった。
	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」アイテム（1）
No.2「首飾 (くびかざ)りの鑑定書 (かんていしょ)」貴族 (きぞく)
盗難品 (とうなんひん)の首飾 (くびかざ)りと瓜 (うり)二つ (ふたつ)の貴族 (きぞく)の首飾 (くびかざ)りだ。その鑑定書 (かんていしょ)。販売元 (はんばいもと)は商人 (しょうにん)
	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」（1）
No.3「問屋がらみ (とんやがらみ)の犯罪 (はんざい)」記者 (きしゃ)
最近 (さいきん)盗 (ぬす)んだ宝石 (ほうせき)を問屋 (といや)を使 (つか)ってロンダリングする事件 (じけん)が起 (お)きている。

	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」（2）
No.4「もしかして偽造 (ぎぞう)？」学者 (がくしゃ)
巧妙 (こうみょう)に偽装 (ぎそう)されてはいるが、この鑑定書 (かんていしょ)は偽物 (にせもの)の可能性 (かのうせい)が高 (たか)い。
	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」（3と4）
No.5「鑑定書 (かんていしょ)は偽造 (ぎぞう)」商人 (しょうにん)
この鑑定書 (かんていしょ)は偽造 (ぎぞう)と判断 (はんだん)できる。売 (う)ってしまった手前 (てまえ)回収 (かいしゅう)できず、黙 (だま)っていた。
	2-17「盗 (ぬす)まれた首飾 (くびかざ)りを取り戻 (とりもど)して」（2と5）
No.6「もどってきた首飾 (くびかざ)り」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
これが盗品 (とうひん)であるならば名誉 (めいよ)にかかわる大問題 (だいもんだい)だ。早く (はやく)元 (もと)の持ち主 (もちぬし)に返 (かえ)してくれ。

	2-5「無人教室 (ロストチャイルド)」
No.1「子供 (こども)が来 (こ)ない」初期 (しょき)　学者 (がくしゃ)
最近 (さいきん)学者 (がくしゃ)先生 (せんせい)の子供 (こども)教室 (きょうしつ)で、子供 (こども)たちの欠席 (けっせき)が相次 (あいつ)いでいるらしい。
	2-5「無人教室 (ロストチャイルド)」（1）
No.2「竜 (りゅう)の玉 (たま)」  (」　)靴磨 (くつみが)き
なんのことだかはしらないが、「竜 (りゅう)の玉 (たま)」というものが、子供 (こども)の間 (あいだ)で流行 (はや)っている。
	2-5「無人教室 (ロストチャイルド)」(2)
No.3「貴族 (きぞく)の所有物 (しょゆうぶつ)」新聞 (しんぶん)記者 (きしゃ)
「竜 (りゅう)の玉 (たま)」は東方 (とうほう)のMANGA (マンガ)で貴族 (きぞく)様 (さま)が収集 (しゅうしゅう)しているらしい。

	2-5「無人教室 (ロストチャイルド)」（3）
No.4「貴族 (きぞく)の家 (いえ)で」真相 (しんそう)　貴族 (きぞく)
子供 (こども)たちは貴族 (きぞく)の家 (いえ)で、MANGA (マンガ)を読 (よ)んでいた。
	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」
No.1「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)の君 (きみ)について」初期 (しょき)
依頼 (いらい)主 (ぬし)である女優 (じょゆう)のデビュー直後 (ちょくご)から、匿名 (とくめい)で紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)を送り続けて (おくりつづけて)いる人 (ひと)がいる。
	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」（1）
No.2「女優 (じょゆう)の出身 (しゅっしん)」記者 (きしゃ)
女優 (じょゆう)は、孤児院 (こじいん)出身 (しゅっしん)だという噂 (うわさ)がある。

	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」（1）
No.3「貴族 (きぞく)の庭園 (ていえん)」マスター
貴族 (きぞく)の庭園 (ていえん)には珍 (めずら)しい花 (はな)がたくさんある。紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)もあるかもしれない
	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」（1）
No.4「庭 (にわ)仕事 (しごと)の道具 (どうぐ)」商人 (しょうにん)
紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)は市販 (しはん)されておらず自分 (じぶん)で育 (そだ)てるしかない。靴 (くつ)磨 (みが)きは庭 (にわ)仕事 (しごと)の道具 (どうぐ)を買って (かって)いくので、何 (なに)か知 (し)っているかもしれない。
	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」（3）
No.5「靴 (くつ)磨 (みが)きの過去 (かこ)」貴族 (きぞく)
庭園 (ていえん)は管理人 (かんりにん)が亡 (な)くなった時 (とき)に潰 (つぶ)してしまった。管理人 (かんりにん)は生前 (せいぜん)孤児院 (こじいん)の管理 (かんり)もやっており、靴 (くつ)磨 (みが)きはそこの出身 (しゅっしん)である。

	2-15「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)」（1から5まで全部）
No.6「紫 (むらさき)の薔薇 (ばら)と手紙 (てがみ)」真相 (しんそう)　靴磨 (くつみが)き
薔薇 (ばら)の送り (おくり)主 (ぬし)は靴 (くつ)磨 (みが)きだった。手紙 (てがみ)には女優 (じょゆう)を気 (き)に掛ける (かける)靴 (くつ)磨き (みがき)の思 (おも)いがあるのだろう。
	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」
No.1「悪霊 (あくりょう)の噂 (うわさ)」初期 (しょき)
町 (まち)外 (はず)れにある大 (おお)きな屋敷 (やしき)に悪霊 (あくりょう)が出 (で)るという噂 (うわさ)が流 (なが)れている。
	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」（1）
No.2「買い叩き (かいたたき)」貴族 (きぞく)
[bookmark: _GoBack]問題 (もんだい)の屋敷 (やしき)は依頼 (いらい)主 (ぬし)により相場 (そうば)より安値 (やすね)で買い取 (かいと)られたらしい。

	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」（1）
No.3「夜中 (よなか)の物音 (ものおと)」記者 (きしゃ)
問題 (もんだい)の屋敷 (やしき)では夜中 (よなか)になると誰 (だれ)も居 (い)ないのに物音 (ものおと)がするらしい。
	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」（2）
No.4「円満 (えんまん)な取引 (とりひき)」記者 (きしゃ)
依頼 (いらい)主 (ぬし)と屋敷 (やしき)の持ち主 (もちぬし)との取引 (とりひき)は双方 (そうほう)の同意 (どうい)のもと行 (おこな)われた。
	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」（3）
No.5「暗闇 (くらやみ)の中 (なか)で子供 (こども)」学者 (がくしゃ)
学者 (がくしゃ)は物音 (ものおと)の正体 (しょうたい)を子供 (こども)の仕業 (しわざ)だと考えているようだ。

	2-13「幽霊屋敷 (ホーンテッドマンション)」（5）
No.6「子供 (こども)たちが屋敷 (やしき)で飼う (かう)猫 (ねこ)」真相 (しんそう)　商人 (しょうにん)
子供 (こども)たちは屋敷内 (やしきない)で猫 (ねこ)を飼 (か)っており、その世話 (せわ)の際 (さい)物音 (ものおと)が立 (た)ったのを誰 (だれ)かが勘違 (かんちが)いしたのだろう。
	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」
No.1「酒場 (さかば)のローラ」初期 (しょき)　マスター
行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)になったローラは長い (ながい)金髪 (きんぱつ)がトレードマークの明 (あか)るい少女 (しょうじょ)。
	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（1）
No.2「旅支度 (たびじたく)」商人 (しょうにん)
旅行 (りょこう)へでも行 (い)くのか一昨日 (おととい)ローラは旅行 (りょこう)道具 (どうぐ)を買い込 (かいこ)んでいた。

	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（1）
No.3「赤毛 (あかげ)のローラ」靴磨 (くつみが)き
昨日 (きのう)美容院 (びよういん)でローラはトレードマークの金髪 (きんぱつ)を赤 (あか)に染 (そ)めてしまった。
	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（1）
No.4「貴族 (きぞく)のプロポーズ」記者 (きしゃ)
ローラは貴族 (きぞく)からプロポーズをされたらしいという噂 (うわさ)がある。
	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（3）
No.5「ジャックと馬車 (ばしゃ)」記者 (きしゃ)
学者 (がくしゃ)の助手 (じょしゅ)、ジャックが赤毛 (あかげ)の女性 (じょせい)と一緒 (いっしょ)に馬車 (ばしゃ)にいるのを見 (み)た。

	2-18「行方不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（5）
No.6「ジャックとローラ」マスター
ジャックの恋人 (こいびと)はローラなので。馬車 (ばしゃ)の赤毛 (あかげ)の人物 (じんぶつ)はローラだろう。
	2-18「行方 (ゆくえ)不明 (ふめい)の看板娘 (かんばんむすめ)」（2と4と6）
No.7「駆け落ち (かけおち)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
ローラは恋人 (こいびと)のジャックと駆け落 (かけお)ちをして町 (まち)から出 (で)て行 (い)った。
	2-6「笑 (わら)わない数学者 (すうがくしゃ)」
No.1「消 (き)えた原稿 (げんこう)」初期 (しょき)　学者 (がくしゃ)
金銭 (きんせん)価値 (かち)のない原稿 (げんこう)が紛失 (ふんしつ)した。

	2-6「笑 (わら)わない数学者 (すうがくしゃ)」（1）
No.2「紙束 (かみたば)を抱 (かか)えた子供」　商人 (しょうにん)
紙束 (かみたば)を抱えた (かかえた)学者 (がくしゃ)の息子 (むすこ)が酒場 (さかば)に向 (む)かうとこが目撃 (もくげき)されている。
	2-6「笑 (わら)わない数学者 (すうがくしゃ)」（2）
No.3「数式 (すうしき)の書 (か)かれた紙 (かみ)飛行機 (ひこうき)」マスター
学者 (がくしゃ)の息子 (むすこ)が持 (も)ち込 (こ)んだ、難 (むつか)しい数式 (すうしき)の書 (か)かれた紙 (かみ)を折 (お)って作 (つく)られた紙 (かみ)飛行機 (ひこうき)。
	2-6「笑 (わら)わない数学者 (すうがくしゃ)」（3）
No.4「犯人 (はんにん)は息子 (むすこ)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
紙 (かみ)飛行機 (ひこうき)を作 (つく)るために紙 (かみ)が欲 (ほ)しかった学者 (がくしゃ)の息子 (むすこ)が原稿 (げんこう)を持 (も)ちだした。

	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」アイテム
No.1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」初期 (しょき)
表紙 (ひょうし)が剥 (は)がれ落 (お)ちて題名 (だいめい)が分 (わ)からなくなってしまった本 (ほん)。依頼人 (いらいにん)によれば、この本 (ほん)は第二巻 (だいにかん)であるらしい。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（1）
No.2「非科学的 (ひかがくてき)な内容 (ないよう)」学者 (がくしゃ)
本 (ほん)の内容 (ないよう)は、学者 (がくしゃ)に言 (い)わせれば真っ当 (まっとう)なものではないらしい。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（1）
No.3「本 (ほん)の注文 (ちゅうもん)」商人 (しょうにん)
貴族 (きぞく)の名前 (なまえ)入 (い)りで古本 (ふるほん)探し (さがし)の依頼 (いらい)を出した (だした)。これはそのことを示す (しめす)注 (ちゅう)文書 (もんしょ)だ。

	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（1）
No.4「本 (ほん)、譲 (ゆず)ります？」記者 (きしゃ)
少し前 (すこしまえ)に、匿名 (とくめい)で題名 (だいめい)のない本 (ほん)を譲 (ゆず)りたいという広告 (こうこく)依頼 (いらい)があったが、結局 (けっきょく)立ち消 (たちぎ)えになった。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（1）
No.5「二人目 (ふたりめ)の本探 (ほんさが)し」靴磨 (くつみが)き
マスターが靴 (くつ)磨き (みがき)に、表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)について何 (なに)か知 (し)らないかと相談 (そうだん)しに来 (き)ていたようだ。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（4）
No.6「路地 (ろじ)裏 (うら)の取引 (とりひき)」靴磨 (くつみが)き
路地 (ろじ)裏 (うら)で学者 (がくしゃ)が、何 (なに)かに怯 (おび)えた雰囲気の誰 (だれ)かから怪 (あや)しい袋 (ふくろ)を受 (う)けとっていたらしい。

	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（5）
No.7「一組 (いっくみ)の呪い (のろい)の書 (しょ)」マスター
マスター曰く (いわく)例 (れい)の本 (ほん)は、公表 (こうひょう)や雑 (ざつ)に扱 (あつか)うなどすると死神に殺されるが、一組揃えば処分してもいいらしい
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（7）
No.8「流通 (りゅうつう)しない本 (ほん)」商人 (しょうにん)
例 (れい)の本 (ほん)は古本 (ふるほん)としてすら流通 (りゅうつう)しない無名 (むめい)なもので、個人 (こじん)が所有 (しょゆう)している可能性 (かのうせい)が高い (たかい)ようだ。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（5や7と10）
No.9「三冊 (さんさつ)一組 (いっくみ)の本 (ほん)」記者 (きしゃ)
呪 (のろ)いの書 (しょ)は、三冊 (さんさつ)で一組 (いちくみ)になっているらしい。

	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（7）
No.10「依頼人 (いらいにん)の心配 (しんぱい)」依頼人 (いらいにん)
例 (れい)の本 (ほん)について第一巻 (だいいっかん)の持ち主 (もちぬし)がわかったが、依頼人 (いらいにん)はこのことが大 (おお)っぴらになるのを非常 (ひじょう)に心配 (しんぱい)している。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（5や7など）
No.11「号外 (ごうがい)新聞 (しんぶん)・三冊 (さんさつ)一組 (いっくみ)の本 (ほん)」記者 (きしゃ)
三冊 (さんさつ)で一組 (いちくみ)になっているという、呪 (のろ)いの書 (しょ)についての記事 (きじ)が載 (の)っている号外 (ごうがい)新聞 (しんぶん)の草稿 (そうこう)。
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（6.7.8.10と11）
No.12「号外 (ごうがい)・処分 (しょぶん)した呪 (のろ)いの本」学者 (がくしゃ)
呪 (のろ)いの書 (しょ)は、学者 (がくしゃ)が雑 (ざつ)に扱 (あつか)い紛失 (しつ)したものだった。そして呪 (のろ)いの書の最終巻 (さいしゅうかん)は、学者 (がくしゃ)が既 (すで)に燃 (も)やしていた。

	
	
	

	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（6.7.8.10と9）
No.13「処分 (しょぶん)した呪 (のろ)いの本」学者 (がくしゃ)
呪 (のろ)いの書 (しょ)は、学者 (がくしゃ)が雑 (ざつ)に扱 (あつか)い紛 (ふん)失 (しつ)したものだった。そして呪 (のろ)いの書の最終巻 (さいしゅうかん)は、学者 (がくしゃ)が既 (すで)に燃 (も)やしていた
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（3または11）
No.14「死神 (しにがみ)」真相 (しんそう)失敗 (しっぱい)/貴族 (きぞく)
貴族 (きぞく)はついに死神 (しにがみ)に殺 (ころ)されてしまう、もうこの街 (まち)を出 (で)て行 (い)くしかないと言い始 (いいはじ)めてしまった。
GAME (ゲーム) OVER (オーバー)
	3-1「表紙 (ひょうし)のない本 (ほん)」（13）
No.15「取 (と)り越し (こし)苦労 (くろう)」真相 (しんそう) 貴族 (きぞく)
学者 (がくしゃ)の話 (はなし)を聞 (き)いて、貴族 (きぞく)はようやく落ち着 (おちつ)きを取り戻 (とりもど)した。死神 (しにがみ)など存在 (そんざい)しなかったのだ。

	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」
No.1「友人 (ゆうじん)について」初期 (しょき)
事故死 (じこし)したあなたの友人 (ゆうじん)に関 (かん)する情報 (じょうほう)。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（1）
No.2「新月 (しんげつ)」記者 (きしゃ)
事故 (じこ)は三日前 (みっかまえ)の新月 (しんげつ)の日 (ひ)、その友人 (ゆうじん)は泥酔 (でいすい)して馬車 (ばしゃ)に轢 (ひ)かれて死 (し)んだらしい。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（1）
No.3「金 (きん)の無心 (むしん)」商人 (しょうにん)
3週間前 (しゅうかんまえ)、あなたの友人 (ゆうじん)から借金 (しゃっきん)の依頼 (いらい)が来 (き)たが、商人 (しょうにん)は断 (ことわ)ったらしい。

	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（1）
No.4「予定外 (よていがい)の出来事 (できごと)」マスター
十日前 (とおかまえ)、その友人 (ゆうじん)は「こんなはずじゃなかった。こうなったら探偵 (たんてい)に依頼 (いらい)してでも証拠 (しょうこ)を掴 (つか)んでやる」と酒場 (さかば)で呟 (つぶや)いていた。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（1）
No.5「友人 (ゆうじん)の儲け話 (もうけばなし)」靴磨 (くつみが)き
一ヶ月 (いっかげつ)程前 (ほどまえ)、その友人 (ゆうじん)は儲け話 (もうけばなし)が入 (はい)ったらしく喜 (よろこ)んでいる様子 (ようす)だった。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（1）
No.6「鉱山 (こうざん)の開発権 (かいはつけん)入札 (にゅうさつ)」貴族 (きぞく)
二週間前 (にしゅうかんまえ)、友人 (ゆうじん)の会社 (かいしゃ)は鉱山 (こうざん)開発 (かいはつ)の入札 (にゅうさつ)で○☓商事 (しょうじ)というライバル会社 (がいしゃ)に僅差 (きんさ)で負 (ま)けていた。

	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（6）
No.7「入札 (にゅうさつ)情報 (じょうほう)がばらされた？」記者 (きしゃ)
落札 (らくさつ)会社 (がいしゃ)の入札 (にゅうさつ)価格 (かかく)はいつもと比 (くら)べ不自然 (ふしぜん)で、疑問 (ぎもん)が残 (のこ)る。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（6）
No.8「商人 (しょうにん)の従兄弟 (いとこ)」マスター
鉱山 (こうざん)開発権 (かいはつけん)を落札 (らくさつ)した会社 (かいしゃ)は、商人 (しょうにん)の従兄弟 (いとこ)が経営 (けいえい)しているらしい。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（8）
No.9「商人 (しょうにん)の融資 (ゆうし)」学者 (がくしゃ)
最近 (さいきん)機嫌 (きげん)のいい商人 (しょうにん)は、友人 (ゆうじん)に融資 (ゆうし)を行 (おこな)っていた。

	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（6）
No.10「臨時 (りんじ)休業 (きゅうぎょう)」靴磨 (くつみが)き
新月 (しんげつ)の日 (ひ)、○☓商事 (しょうじ)には臨時 (りんじ)休業 (きゅうぎょう)の張り紙 (はりがみ)が出 (だ)されていた。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（10）
No.11「酒 (さけ)の購入 (こうにゅう)」マスター
酒 (さけ)を飲 (の)まない商人 (しょうにん)が、客 (きゃく)のためと言 (い)って適当 (てきとう)に強い (つよい)酒 (さけ)を買 (か)っていった。
	3-2「読 (よ)めない手紙 (てがみ)」（2.9.10.11）
No.12「商人 (しょうにん)の独白 (どくはく)」真相 (しんそう)　商人 (しょうにん)
友人 (ゆうじん)は商人 (しょうにん)らの不正 (ふせい)に気付 (きづ)く直前 (ちょくぜん)、商人 (しょうにん)の従兄弟 (いとこ)に殺 (ころ)された。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」
No.1「ダグラスの意識 (いしき)不明 (ふめい)」初期 (しょき)
実業家 (じつぎょうか)のダグラスが、何者 (なにもの)かに自宅 (じたく)で殴 (なぐ)られ意識不明 (ふめい)になっている。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」アイテム
No.2「灰皿 (はいざら)」初期 (しょき)（このシナリオは初期 (しょき)が2つあるのでミスではない）
凶器 (きょうき)と思 (おも)われる灰皿 (はいざら)。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（1）
No.3「急用 (きゅうよう)」貴族 (きぞく)
その日 (ひ)ダグラスと会う (あう)約束 (やくそく)があったが、むこうの急用 (きゅうよう)でなくなった。そのため靴 (くつ)磨 (みが)きを誘 (さそ)って昼 (ひる)からずっと自宅 (じたく)で酒 (さけ)を飲 (の)んでいた。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（1）
No.4「貴族 (きぞく)の目撃 (もくげき)情報 (じょうほう)」記者 (きしゃ)
その日 (ひ)、貴族 (きぞく)が15時 (じ)頃 (ごろ)に綺麗 (きれい)な女性 (じょせい)と一緒 (いっしょ)に街 (まち)を歩 (ある)いているのを見 (み)た。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（1）
No.5「喧嘩中 (けんかちゅう)の妻 (つま)」商人 (しょうにん)
ダグラスには喧嘩中 (けんかちゅう)の妻 (つま)がいる。原因 (げんいん)は彼 (かれ)の浮気 (うわき)とも、奥 (おく)さんの浮気 (うわき)とも言 (い)われている。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（1）
No.6「一緒 (いっしょ)に酒 (さけ)」靴磨 (くつみが)き
その日 (ひ)は急 (きゅう)に貴族 (きぞく)に誘 (さそ)われて、昼 (ひる)からずっと貴族 (きぞく)の家 (いえ)で酒 (さけ)を飲 (の)んでいた。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（3と4）or（6と4）
No.7「借金 (しゃっきん)」マスター
靴 (くつ)磨 (みが)きは貴族 (きぞく)に借金 (しゃっきん)をしており、頭 (あたま)が上 (あ)がらない。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（7）
No.8「靴 (くつ)磨 (みが)きの自白 (じはく)」
靴 (くつ)磨 (みが)きは貴族 (きぞく)に頼 (たの)まれて嘘 (うそ)を付 (つ)いていた。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（2）
No.9「灰皿 (はいざら)の指紋 (しもん)」学者 (がくしゃ)
灰皿 (はいざら)からはダグラスの指紋 (しもん)しか出 (で)なかった。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」アイテム（2）
No.10「調査済 (ちょうさず)みの灰皿 (はいざら)」学者 (がくしゃ)
学者 (がくしゃ)が調査 (ちょうさ)した後 (あと)の灰皿 (はいざら)。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（8）
No.11「貴族 (きぞく)の告白 (こくはく)」貴族 (きぞく)
その日 (ひ)はダグラスの奥 (おく)さんと会 (あ)っており、嘘 (うそ)をついたのはそれを知 (し)られたくなかったから。アリバイは間違 (まちが)いなくある。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」アイテム（8）
No.12「浮気 (うわき)相手 (あいて)の写真 (しゃしん)」貴族 (きぞく)
ダグラスの浮気 (うわき)相手 (あいて)の写真 (しゃしん)。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（12）
No.13「学者 (がくしゃ)の妻 (つま)」マスター
ダグラスの浮気 (うわき)相手 (あいて)は、学者 (がくしゃ)の妻 (つま)だ。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（2と13）
No.14「灰皿 (はいざら)から学者 (がくしゃ)の指紋 (しもん)」貴族 (きぞく)
学者 (がくしゃ)の指紋 (しもん)が凶器 (きょうき)の灰皿 (はいざら)に付 (つ)いていた。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（10と13）
No.15「拭き取 (ふきと)られた跡」貴族 (きぞく)
灰皿 (はいざら)には、指紋 (しもん)を拭 (ふ)きとった跡 (あと)があった。
この事件 (じけん)を解決 (かいけつ)するには、君 (きみ)の推理 (すいり)が必要 (ひつよう)だ。

	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（14）or（17）
No.16「学者 (がくしゃ)の自白 (じはく)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
ダグラスを意識 (いしき)不明 (ふめい)にした犯人 (はんにん)は学者 (がくしゃ)だった。
	3-3「謎 (なぞ)の襲撃者 (しゅうげきしゃ)」（15）
No.17「ダグラスの家 (いえ)から学者 (がくしゃ)の指紋 (しもん)」貴族 (きぞく)
ダグラスの家 (いえ)のドアノブや電話 (でんわ)などから、学者 (がくしゃ)の指紋 (しもん)が見 (み)つかった。
	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」
No.1「本 (ほん)の紛失 (ふんしつ)」初期 (しょき)
先日 (せんじつ)行 (おこな)われた展示会 (てんじかい)で、学者 (がくしゃ)の所有 (しょゆう)する稀少本 (きしょうほん)が紛失 (ふんしつ)した。

	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（1）
No.2「アリバイ」商人 (しょうにん)
紛失 (ふんしつ)が発覚 (はっかく)した時 (とき)、商人 (しょうにん)と学者 (がくしゃ)は展示 (てんじ)会場 (かいじょう)で片付 (かたづ)けの手伝 (てつだ)い、貴族 (きぞく)、記者 (きしゃ)、マスターはパーティー会場 (かいじょう)に、靴 (くつ)磨 (みが)きは馬車 (ばしゃ)の御者 (ぎょしゃ)として展示 (てんじ)会場 (かいじょう)とパーティー会場 (かいじょう)の間 (あいだ)にいた。
	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（1）
No.3「学者 (がくしゃ)の借金 (しゃっきん)」マスター
学者 (がくしゃ)はかなりの借金 (しゃっきん)をしているらしい。
	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（2）
No.4「持ち物 (もちもの)検査 (けんさ)」記者 (きしゃ)
紛失 (ふんしつ)の発覚後 (はっかくご)、関係者 (かんけいしゃ)全員 (ぜんいん)の持ち物 (もちもの)検査 (けんさ)があったが、何 (なに)も見 (み)つからなかった。

	
	
	

	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（2）
No.5「馬車 (ばしゃ)の故障 (こしょう)」貴族 (きぞく)
パーティー会場 (かいじょう)への出発 (しゅっぱつ)直前 (ちょくぜん)に馬車 (ばしゃ)が故障 (こしょう)して、御者 (ぎょしゃ)の靴 (くつ)磨 (みが)きと、そばにいた学者 (がくしゃ)が修理 (しゅうり)してくれた。
	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（5）
No.6「学者 (がくしゃ)が馬車 (ばしゃ)を？」靴磨 (くつみが)き
学者 (がくしゃ)が展示会 (てんじかい)の前日 (ぜんじつ)と翌日 (よくじつ)に、靴 (くつ)磨 (みが)きが展示会 (てんじかい)当日 (とうじつ)に使 (つか)っていた馬車 (ばしゃ)を借 (か)りた。翌日 (よくじつ)の方 (ほう)はその馬車 (ばしゃ)をわざわざ指名 (しめい)したらしい。なぜ壊 (こわ)れた馬車 (ばしゃ)を？馬車 (ばしゃ)は商人 (しょうにん)の知人 (ちじん)の会社 (かいしゃ)のもの。
	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（6）
No.7「細工 (さいく)の痕跡 (こんせき)」商人 (しょうにん)
馬車 (ばしゃ)を調 (しら)べたところ、車輪 (しゃりん)を外 (はず)れやすくした細工 (さいく)の痕跡 (こんせき)と、小 (ちい)さな箱 (はこ)が取 (と)り付 (つ)けられていた形跡 (けいせき)が見 (み)つかった。

	2-19「失 (うしな)われた物語 (ものがたり)」（3と7）
No.8「学者 (がくしゃ)の自白 (じはく)」真相 (しんそう)　学者 (がくしゃ)
保険 (ほけん)金目的 (きんもくてき)で紛失 (ふんしつ)を偽装 (ぎそう)していた。
	
	




